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31.非線形応答理論
非線形領域に於いて強い外部摂動を受けて変化する古典系のダイナミックスを考察し,過渡
現象 (時間 ドメン)と定常現象 (振動数 ドメン)の関係を明確にする｡
分布関数J(∬,≠)は次の発展方程式に従うものとする:
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数 ドメンに相当することが解る｡ Ulmanはこの振動数 ドメンの実験を(7)の立ち上り過程の
ラプラス変換とp*に関して線形応答理論を通じて関連づけたが,(9)と(10)より彼のスペキ
ュレーションは間違いであることが解る｡
本研究の詳細及びここで記さなかった他の結果については, Phys.Rev.A33(8月号 )
(1986)及び投稿予定の論文を参照されたい｡
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